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平 成 ２８ 年 ２ 月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ３月４日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 新年度予算について 知 事

今後の県勢の発展に向けて、今回提案されている、平成

２８年度当初予算及び２７年度補正予算に込めた知事の思

いを伺いたい。

（３４番）

米田 忠則 ２ 本県の産業構造の改革について 知 事

(自由民主党)

（１）県内企業の海外展開について

県では、「産業興し」の取組の重点を「域外交易力の強

化」「域内経済循環力の強化」「バランスのよい産業構造

の実現」の３つに置いているが、中でも、県内企業の海外

展開は「域外交易力の強化」に直結するものであり、これ

を積極的に推し進めることが極めて重要であると考えるが

どうか。

（２）奈良県産業振興総合センターが今後果たすべき役割につ

いて

本県産業の活性化に向け、奈良県産業振興総合センター

の役割は、ますます重要度が増していくと考えるが、今議

会に提案されている「奈良県産業振興総合センター中期研

究開発方針」を踏まえ、どのような取組を進めていくの

か。

３ 大宮通りプロジェクトの推進について 知 事

「大宮通りプロジェクト」においては、新ホテル・交流

拠点をはじめ、奈良公園から県庁周辺、平城宮跡に至る地

域の魅力向上の取組を進めているが、現在の状況と、２８

年度以降どのように取組を進めるのか伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３４番） ４ 少子化対策・子育て支援の推進について 知 事

米田 忠則

(自由民主党) 県では「子どもを生み育てやすく、子どもが健やかに育

つ奈良県」を目指し、少子化対策・子育て支援施策を進め

ているが、その実現のためには、少子化の背景にある経済

的・社会的課題の解決に向けた、多様かつ効果的な施策の

推進が必要と考え、また、その中でも、今回全国トップレ

ベルの水準となる子ども医療費助成の対象拡大に注目して

おり、その予算化に至った経緯、意図等について伺いた

い。

５ 奈良県教育の充実について 知 事

現在、本県の総合教育会議において策定を進めている

「教育振興大綱」について、その基本的な考え方や方向性

など、どのような考えで策定を進めているのか。また、今

後、奈良県教育の充実のため、どのように取り組んでいく

のか。

６ 文化資源の活用について 知 事

来年度は、奈良の強みである歴史文化資源を活用して、

総合的に文化振興施策を展開するとのことだが、今後どの

ような取組を進めるのか。また、それらの取組の先駆的拠

点として将来的に（仮称）奈良県国際芸術家村の展開を考

えておられるが、その検討状況を伺いたい。

７ 地域医療構想の策定について 知 事

今後、奈良県において、効率的かつ質の高い医療を確保

することが重要だと考えるが、今年度策定する奈良県の地

域医療構想において、どのように取り組むこととしている

のか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３４番） ８ 大和川流域の洪水対策について 知 事

米田 忠則

(自由民主党) 流域住民の安全・安心を確保するため、大和川大水害の

ような災害が再び起こらないよう、これまで取り組んでき

た大和川流域の洪水対策を、国、流域市町村とともに、さ

らに強化する必要があると考えるがどうか。

１ 県税収入の確保について 知 事

「地域の自立を図る」ためには、これまでから、自主財

源である県税収入を確保していく取組が県財政の重要課題

であると考えているが、県税収入を堅実に確保していくた

（２６番） め、今後どのように取り組んでいくのか。

荻田 義雄

(自民党奈良) ２ 企業誘致について 知 事

今日まで企業誘致に取り組み、税収効果と雇用創出の成

果はどの程度あったのか。また、来年度工業系用途地域を

拡大するため工業ゾーン創出プロジェクトを予算計上され

ているが、今後どのように企業誘致活動を展開していくの

か。

３ 観光振興について 知 事

（１）これまで、年間を通じて様々なイベントに取り組み、本

県を訪れる観光客は年々着実に増加し、地域の活性化に貢

献しているが、まだまだ伸びる余地は大きいと考える。今

年度までの成果を踏まえ、来年度はどのような観光振興施

策を展開していくのか。

（２）観光振興の起爆剤となる（仮称）登大路バスターミナル

の具体的な整備内容と利活用について伺いたい。

（３）平城宮跡歴史公園拠点ゾーンの整備について、現状と今

後の方針を伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（２６番） （４）大宮通り新ホテル・交流拠点整備について、２０２０年

荻田 義雄 の東京オリンピックに向け、スケジュールが前向きに進ん

(自民党奈良) でいくことを強く望んでいるが、実現に向けての知事の所

見を伺いたい。

４ 経済活性化に資する道路整備について 知 事

紀伊半島アンカールートとなる京奈和自動車道、地域高

規格道路五條新宮道路の国道１６８号、そして国道１６９

号の現在の進捗状況と国への要望を含めた今後の見通しに

ついて伺いたい。また、検討が進められている国道３０８

号大宮道路高架部から宝来ランプへの乗り入れは、どのよ

うな状況になっているのか。

５ リニア中央新幹線の整備促進について 知 事

本県として、奈良市附近駅の早期確定と三重・奈良ルー

トによる全線同時開業に向けた取組を一層強力に進めるべ

きと考えるが、これまでの取組を踏まえ、来年度におい

て、引き続き国やＪＲ東海に対してどのように取り組んで

いくのか。

６ 医療体制の整備について 知 事

（１）南奈良総合医療センターと新奈良県総合医療センターの

開院に向けた状況はどうか。特に、医師、看護師の確保は

進んでいるのか。また、新奈良県総合医療センター開院に

よって医師が集中するようなことになれば、北和医療圏内

の公立、民間病院等の医師確保と経営に影響を与えること

にならないのか。さらに、南奈良総合医療センターと新奈

良県総合医療センターの名称について、県民に親しまれる

愛称を考えてはどうか。

（２）橿原市の医大・周辺まちづくりプロジェクトにおける

新駅の誘致について、現在の状況と今後の見通しを伺いた

い。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（２６番） （３）救急搬送時間は、短縮されていない状況にあり、一層の

荻田 義雄 改善が必要と考えるが、今後、救急搬送時間の短縮に向け

(自民党奈良) どのように取り組むのか。また、県独自のドクターヘリを

効果的に運航するために、具体的にどのような体制で運航

するのか。

７ 市町村への支援について 知 事

（１）県内市町村における、国の地域活性化・地域住民生活等

緊急支援交付金や地方創生加速化交付金の活用状況と期待

される波及効果はどうか。また、市町村の現況を踏まえ、

人口減少問題を見据えた今後の県の市町村支援のあり方に

ついて、どのように考えているのか。

（２）奈良市「八条・大安寺周辺地区」は、昨年１１月に都市

計画変更が行われた都市計画道路西九条佐保線や高架化さ

れるＪＲ関西本線、新駅が地区の主要な施設と位置づけら

れるが、この地区の協定締結後の進捗状況について伺いた

い。

（３）生駒市の学研高山地区（第２工区）のまちづくりを進め

るには、市単独では難しく、県の協力が欠かせないと考え

るが、当地区のまちづくりに関し、今後県としてどのよう

に対応するのか。

８ 農業の振興について 知 事

ＴＰＰの大筋合意を踏まえ、儲かる農業を目指し、農業

所得の向上に向けた生産、流通・加工、販売を推進してき

た成果と今後改善すべき点について伺いたい。さらに、適

地適作の農産物づくりを目指し、農業者に対する普及指導

や普及指導員の充実を図るとともに、今一度、農業研究開

発センターの質の充実と人心一新を図り、奈良県農業振興

に一層の拍車がかかる農業者と共に歩むセンターづくりが

求められていると考えるがどうか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 小規模企業振興条例の制定について 知 事

１００万人以上の署名簿を国へ提出して制定された「小

規模企業振興基本法」の趣旨を踏まえ、資金や人材といっ

た経営資源に乏しく、価格競争力や円安などへのリスク対

（３１番） 応力が弱いことにも加え、経営者の高齢化といった大きな

和田 恵治 課題を抱えながらも、歯を食いしばって頑張っている小規

(創生奈良) 模事業者に対し、事業継続に希望の持てるような、本当の

意味で光が当たる「奈良県小規模企業振興条例」の制定に

取り組む必要があると思うがどうか。

２ 「奈良県障害のある人もない人もともに暮らしやすい社会 知 事

づくり条例」について

本年４月の全面施行に向け、条例を実効性のあるものと

するため、条例で定めた「県の責務」について、どのよう

な行程で果たされるのか。また、市町村において、この条

例がどのように受け止められ、認識されているのか。さら

に、県の相談窓口で対処するためのガイドラインは策定さ

れたのか。併せて、奈良県障害者相談等調整委員会でも解

決できない事案への対応はどうするのか伺いたい。

３ 県営住宅の建替事業を契機とした地域まちづくりの取組に 知 事

ついて

県が平成２４年に策定した「奈良県住生活ビジョン」の

中の「時代のニーズにあった公営住宅の活用を図る」施策

に関する取組状況を明らかにするとともに、県営住宅建替

事業のモデルとなると考えられる近鉄大福駅周辺地区のま

ちづくりに、今後どのような考え方やスケジュールで取り

組むのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３１番） ４ 奈良を観光立県として強化する施策について 知 事

和田 恵治

(創生奈良) （１）観光客を誘致する「奈良」の魅力づくりの一環として、

現在取組を進め一定の成果をあげつつある「食」や「物

産」の提供にとどまることなく、ホテル誘致や、「イメー

ジのブランド化」も欠かせないと思う。「奈良」のブラン

ド化による観光振興のあり方についてどのように考えてい

るのか。

（２）中南部地域の観光振興のために、県と関係広域市町村及

び交通業者などが協力して、中南部地域の名所旧跡を訪れ

ることができる記紀・万葉観光ルートの設定と、その観光

ルートを訪ねやすくするための交通手段や案内板、道標、

ガイドブックなど、観光インフラの整備を行うことが必要

だと思うがどうか。

（３）「奈良」は東アジアにおけるシルクロードの終着点であ

り、東アジアの文物受容による豊かな文化を築いた歴史が

あることを広く海外に紹介し、宣伝することを通して、海

外からの誘客を図る一方、外国人観光客の受入体制を整備

するというインバウンド戦略も大切だと思うし、また、国

際観光に取り組むことは、日本と他国の国際的な相互交流

を通じて、相互理解を深め、国と国との軋轢の解消にもつ

ながるものと信じており、そのための、奈良らしさを活か

したインバウンド戦略は重要だと考えるがどうか。

５ 奈良県における文化芸術活動の振興について 知 事

幅広い文化の発信の祭典としての「国民文化祭」と「全

国障害者芸術・文化祭」をどのような観点で展開しようと

考えているのか。また、その取組の中で、人権文化の視点

をどのように反映させていこうとしているのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３１番） ６ 奈良県立美術館の整備について 知 事

和田 恵治

(創生奈良) 観覧者目線に立った施設の充実や奈良らしい展示ができ

る美術館は、その国や地域の文化水準を表すだけでなく、

観光振興にも大いに貢献するが、本県の県立美術館の現状

についてどのように考えているのか。そして、この際、来

年開催が予定されている本県での国民文化祭に向けて、県

立美術館の再整備による新生美術館をアピールするととも

に、施設建設後には、本県の文化芸術活動の水準をさらに

引き上げる拠点となるようにしてはどうかと考えるが所見

を伺いたい。


